
２． 手洗器キャビネット・紙巻器キャビネット・フロア収納キャビネット
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1 紙巻器キャビネットの連結 2 キャビネットの壁固定

手洗器ありの場合
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十字穴付低頭タッピンねじ
（4.5×50）（2本）キャップ付

【ハーフキャビネットの場合】

※幅木と商品が干渉する場合は、キャビネットまたは
幅木をカットしてください。（情報編 P.15を参照）

※ねじは付属材セット（手洗器）
　に同梱されています。

※ハーフキャビネットの場合
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①・②をあわせる1

② 側板背面

① 側板上端
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準備　　　　　排水ソケット・給水管・止水栓
キャビネット

（手洗器・紙巻器・フロア収納）　　　止水栓
キャビネット

（サイド・間口調整） 足元照明 カウンター・紙巻器 アクセントパネル
（選択商品）
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キャビネット
（手洗器・紙巻器・フロア収納）　　　
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1 アングルの取り付け

2

手洗器なしの場合

手締めで

十字穴付トラスタッピンねじ
（4×12）（2本）

アングルの長穴を
側板の下穴にあわせる

アングルの丸穴を
背板の下穴にあわせる

3 キャビネットの壁固定

水平確認

基準線に
キャビネットの
高さをあわせる

2

3

水平確認5

押し当てる

施工補助材
（同梱）

施工補助材
（同梱）

背板

側板

手締めで2

十字穴付低頭
タッピンねじ

（4.5×25）（2本）
キャップ付

①・②をあわせる1

② 側板背面

① 側板上端

紙巻器キャビネット

フロア収納
キャビネット

14 同梱の施工補助材を
キャビネット下に
入れる

十字穴付低頭タッピンねじ
（4.5×50）（4本）キャップ付

左勝手の場合 右勝手の場合
アングル

設置壁に
けがき　→　下穴

φ3

設置壁に
けがき　→　下穴

φ3

6

ハーフキャビネットの場合 ハーフキャビネットの場合

十字穴付低頭タッピンねじ
（4.5×50）（2本）キャップ付

紙巻器キャビネットの連結

手洗器・水栓金具 給水部材　　　排水部材 試運転・確認 カバー ラベル シリコーン系 
シール剤

オプション部材
（ハンドソープ置き）　　　　　
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MEMO

3.止水栓

壁給水の場合 床給水（自動水栓）の場合

（現場手配） 
給水取出（Rc1/2）  

1 止水栓の取り付け

3
シール2

フィルター付
専用止水栓

給水管 

正面側

注意
シールテープを必ず巻くこと
水漏れして家財などをぬらす財産損害発生
の原因となります。必ず守る※止水栓は必ず商品同梱の専用止水栓を取り付けてください。

1 給水管内を清掃する
取り付ける前に必ず給水管内のゴミ、砂などを完全に洗い流す。

※ベッセルタイプ(丸形)にはフランジが
　同梱されていますが、使用しません。

上
向
き
に

止水栓 

給水取出（Rc1/2） 
（現場手配） 

3

シール2

給水管

※図はハンドル式水栓の場合

手洗器なしの場合はP.29へ

フランジ

準備　　　　　排水ソケット・給水管・止水栓
キャビネット

（手洗器・紙巻器・フロア収納）　　　止水栓
キャビネット

（サイド・間口調整） 足元照明 カウンター・紙巻器 アクセントパネル
（選択商品）
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止
水
栓

止水栓 キャビネット
（サイド・間口調整）
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